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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 5月 24日 (2004.5.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ３ に 、 角 型 の 密 閉 型 電 池 の 一 例 を 説 明 す る 図 を 示 す 。
　 密 閉 型 電 池 １ は 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 ニ ッ ケ ル め っ き を 表 面 に 施 し た 軟 鋼 等 か ら な る 角 筒 状
の 金 属 容 器 ２ （ 以 下 、 電 池 缶 と も 称 す ） に 、 正 極 電 極 お よ び 負 極 電 極 を セ パ レ ー タ を 介 し
て 積 層 し た も の を 巻 回 し た 電 池 要 素 が 収 納 さ れ て お り 、 電 池 缶 ２ の 上 端 に は 、 金 属 板 ３ に
、 外 部 絶 縁 板 ４ Ａ 、 正 極 側 の 電 極 引 出 板 ５ を 、 正 極 側 の 電 極 導 出 ピ ン ６ に よ っ て 一 体 化 し
て 構 成 し た ヘ ッ ダ ７ を 電 池 缶 ２ の 開 口 部 に 取 り 付 け て 封 口 し た も の で あ り 、 ヘ ッ ダ ７ の 一
部 に は 、 電 池 の 内 部 圧 力 の 異 常 な 上 昇 時 に 圧 力 を 開 放 す る た め に 他 の 部 分 よ り も 肉 厚 が 薄
い 薄 肉 部 ８ 、 電 解 液 の 注 液 孔 ９ が 設 け ら れ て お り 、 注 液 孔 ９ か ら 電 解 液 を 注 入 し た 後 に ス
テ ン レ ス 鋼 等 の 金 属 か ら な る 部 材 を 埋 め 込 み 、 溶 接 し て 封 口 し て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ２ は 、 ヘ ッ ダ の 一 例 を 説 明 す る 図 で あ り 、 図 ２ （ Ａ ） は 、 ヘ ッ ダ の 分 解 斜 視 図 で あ り
、 図 ２ （ Ｂ ） は 、 断 面 図 で あ る 。
　 ス テ ン レ ス 鋼 、 ニ ッ ケ ル め っ き を 施 し た 軟 鋼 板 等 か ら な る 金 属 板 ３ に 設 け た 貫 通 孔 １ ０
に 下 部 よ り ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 フ ッ 素 樹 脂 等 か ら な る 内 部 絶 縁 板 ４ Ｂ を 取 り 付 け 、 上 部 に は
外 部 絶 縁 板 ４ Ａ を 載 置 し て 、 ア ル ミ ニ ウ ム ま た は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 等 の 導 電 性 の 良 好 な 金
属 か ら な る つ ば 部 ６ Ａ を 有 す る 電 極 導 出 ピ ン ６ を 内 部 絶 縁 板 ４ Ｂ に 設 け た 孔 を 貫 通 さ せ 、
電 極 引 出 板 ５ を 装 着 し て 、 電 極 導 出 ピ ン の つ ば 部 ６ Ａ と 柱 状 部 ６ Ｂ の 先 端 を 上 下 か ら か し



め る こ と に よ っ て ヘ ッ ダ ７ が 形 成 さ れ る 。
　 作 製 さ れ た ヘ ッ ダ ７ の 電 極 導 出 ピ ン ６ の つ ば 部 ６ Ａ に 、 電 池 要 素 に 接 合 し 絶 縁 性 部 材 １
１ で 被 覆 さ れ た 導 電 タ ブ １ ２ を 接 合 し た 後 に 電 池 缶 の 開 口 部 に 嵌 合 さ せ て 周 囲 を レ ー ザ ー
溶 接 を 行 っ て 封 口 さ れ る 。
　 ヘ ッ ダ の 組 立 時 に 電 極 導 出 ピ ン ６ は か し め に よ っ て 押 し 潰 さ れ て 、 電 極 引 出 板 ５ の 平 面
と 接 触 し 、 電 極 導 出 ピ ン と 正 極 引 出 板 ５ と の 間 に 導 電 接 続 が 形 成 さ れ る 。 一 方 、 電 極 引 出
板 ５ の 下 面 は 、 外 部 絶 縁 板 ４ Ａ の 表 面 と 接 し て 気 密 性 を 保 持 す る 。

(2) JP 2003-151528 A5 2005.4.7


	header
	written-amendment

